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非指示的に教えるということ 
－ 学習者が自己と向き合い､新たな自己を獲得することを支援する教え方 － 
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1 ハーバード大学名誉教授 Ｃ.Ｒ.クリステンセンの著書「ケースメソッド実践原理」には、

その第５章に「指示的か非指示的かを選択する」という章がある。この章の前書きには「教

育上、重要な選択に関する問題である」「教師の選択いかんによって、知識の獲得と創造に関

する学生のレベルが決まるといっても過言ではない」とあることからも、私たちがケースメ

ソッド教育への理解のレベルを一段階高めようとしたときに、避けては通れない重要なポイ10 

ントなのだと思われる。 

 

あるとき私は、わが師である高木晴夫教授に、「指示的・非指示的ということについての先

生の考えをお聞かせいただきたい」とお願いして、時間を取ってもらったことがあった。そ

のときの会話はまるで「仙人との会話」のようだったと今でも思い出される。それは確か、15 

次のようなやり取りだった。 

 

 

仙人との会話 
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これから話すことは「あくまでも私の理解」なのだけれどね。 

 

指示的に教えるにしても、非指示的に教えるにしても、「教える側」の立場から考えるより

                                                  
1このノートは慶應義塾大学ビジネス・スクール博士・修士課程併設科目「ケースメソッド教授法特論」の教材とするために､

竹内伸一（ケースメソッド教育研究所）が作成した。（2004.11） 


